
Jr-open は高校入学の評価につながる取り組み 

 

Jr-open は、勝ち負けを決する又は上位を選抜する競技会ではありません。 

Jr-open は、６ペア以上のリーグ戦を基本とし、ベンチコーチを入れません。 

応援者はフェンス越しの応援を禁止します。応援は拍手のみです。 

それぞれの学校やチームが違うペアは、主体的に与えられたリーグ戦を協働して時

間内に全て終了することに取り組みます。 

問題が発生したときは、自分たちで解決することを主とします。コーチや父母など

の大人の第三者は、子どもたちが自己解決できるまで見守ります。 

どうしても自分たちで解決できない場合は、本部に出向き助言を聞いてから続きを

行います。 

 

 国は令和７年 12 月 22 日付で次のように各都道府県教育委員会等に通知しました。 

 「部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」を示し

ました。 

 今後の高等学校入学者選抜における子どもたちの「部活動改革及び地域クラブ活動」

の評価については、単に活動歴や大会成績のみではない、活動から伺うことができる

その子の長所、個性や意欲・能力に言及することが求められています。 

 つまり、子どもたちが「主体的にものごとに取り組む態度」の評価が重要になりま

す。 

 本県の各公立高等学校の入学者の受け入れに関する方針（アドミッション・ポリシ

ー）や特色入学選抜において求める生徒像は次のようなものです。 

 ・主体的に参加し、取り組む 

 ・他者と協働的に取り組む 

 ・新しいことにチャレンジする 

 ・主体的に取り組むことを継続し、その資質や能力が身に付いたかを具体的に説明

できる 

 

よって、Jr-open は「部活動改革及び地域クラブ活動」の評価に準ずるものであり、

また、高等学校入学者選抜における子どもたちの評価にも繋がるものなのです。 


